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ドラレコ映像から AI で⼈物を検出、⼈流データを詳細に可視化 
⻑崎⼤学、⻑崎バス、リクルートによる共同研究発表 

〜地⽅観光マーケティング促進やスマートシティ実現を⽬標に〜 
 

国⽴⼤学法⼈⻑崎⼤学情報データ科学部神⼭剛研究室（⻑崎市⽂教町、以下⻑崎⼤学）は、⻑崎⾃動⾞株式
会社（本社︓⻑崎市新地町、代表取締役社⻑︓森⽥ 誠、以下⻑崎バス）と株式会社リクルート（本社︓東京
都千代⽥区、代表取締役社⻑︓⽜⽥ 圭⼀、以下リクルート）の研究開発機関であるアドバンスドテクノロジ
ーラボとの共同研究を 2024 年 4 ⽉より開始。市街地を⾛るバスに取り付けたドライブレコーダーの映像か
ら、画像処理 AI によって⼈物の情報を推測、道路ごとの⼈流情報を可視化することに成功しました。 

 

 
<AI によるドラレコ映像内の⼈物検知と属性の推測> 

 
今回の取り組みで、これまでの⼈流統計サービスでは難しかった、道路単位、バス停単位、店舗前などのリ

アルタイム性の⾼い⼈⼝統計の分析が可能となりました。これにより、より狭い範囲でのマーケティングの実
施が可能となります。さらに、バス、⾃動⾞に搭載されたドライブレコーダーの映像を⽤いることで、⽇本全
国でデータ収集・分析を容易に⾏うことができるようになります。 
 
【研究概要】 

⻑崎⼤学では、地⽅におけるインバウンド需要への対応などを⽬的とした⼈流データの活⽤を推進するため、
⻑崎バスとのデータ収集とリクルートからの技術提供による共同研究のもと、新たな画像処理 AI モデルの開
発を⾏いました。この AI モデルでは、市街地を⾛るバスに取り付けたドライブレコーダー映像から歩⾏者の
情報を抽出し、道路単位での⼈流データに加えて、それぞれの⼈物の属性、服装、持ち物、顔の向きなど、こ
れまでより詳細な情報の解析を⾏うことが可能となります。 



  
 

  
 

 
 
【⽬的】 

地⽅におけるより詳細な⼈流データの「可視化」 
 
【研究背景】 

現状の⼈流統計システムにおける課題として、地⽅では⼗分なデータ量を確保することが難しく、より詳
細なデータの収集、拡充が必要とされていました。そこで、本研究ではバスのドライブレコーダー映像を活
⽤し、道路ごとの⼈流情報を抽出し、それぞれの⼈物情報の解析を⾏うこととしました。そのためには、情
報抽出時には⼈のダブルカウントや抽出漏れを低減させる必要があることから、新たな画像処理 AI モデルの
開発に着⼿。具体的には、レコーダーの映像ごとに適したマスクの⾃動⽣成、⾏動予測によるトラッキング
最適化、⼈物属性の推測精度向上を⽬指し共同研究に取り組んでまいりました。 
 
【開発した AI モデル】 
1. 動画ごとの最適なマスク⾃動⽣成 

ドライブレコーダー映像では、例えば以下の写真のように、乗⾞中の⼈物や右の歩道の通⾏⼈など、カウ
ント不要な対象も含まれます。これらの検出を防ぐために、消失点を頂点とした検出のための最適なマスク
を動画ごとに⾃動で⽣成し、左の歩道のエリアに限定した⼈物抽出を可能としました。 

 



  
 

  
 

2. ⼈物検知（カウント）の最適化 
動画内で検出した⼈物の座標情報や⾯積変化の蓄積データをもとに、⼀定時間後の変化を 2D 上で推定。

これにより、カウント重複による実数とのズレを軽減することが可能になりました。 

 
 
3. ⼈物属性推定 AI 

映像から得られる様々な情報から⼈物の属性を解析するため、19,020 件の教師データ（※）を作成。これ
により、より詳細な⼈物属性解析を実現しながら、看板や広告などの通⾏者ではない対象を検出データから
除外することが可能になりました。 

 
※教師データ 
AI の学習のために提⽰する、問題と解答をセットにしたデータのこと。AI の“教師”の役割を果たすためこの
ように呼ばれる。 
例えば、「⾃動⾞」の写真に「これは何か︖」という問題と、「これは⾃動⾞です」という回答の両⽅をセッ
トにしたデータのこと。AI に例⽰するこのデータの量が多いほど、すなわち AI が学習する量が多いほど正
解率が上がる。AI の精度をより⾼めるためには、⼤量の教師データを使って繰り返し学習させることが必要
となる。 
 
 
【今後の展望】 

⼈流解析データの抽出技術はリクルートから⻑崎⼤学へ移転して研究を継続していきます。⼈物属性データ
の拡充や AI モデルの⼈物検出精度を上げることで、観光マーケティングやスマートシティにおけるデータ連
携基盤として利⽤可能な汎⽤性の⾼いシステムの開発を⽬指します。また、⻑崎⼤学に新設されたセンター「⻑
⼤データバンク」を通じて、このデータを活⽤し、社会課題解決を推進してまいります。 

⻑崎バスでは、本研究で得られた技術を利⽤状況調査や路線分析などに活かしていくことを検討しています。
リクルートでは、本研究で得られた技術のビジネス転⽤については未定ですが、研究機関としてのノウハウ蓄
積と今後の技術発展に努めていきます。 
 
 
 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 
⻑崎⼤学情報データ科学部 准教授 神⼭ 剛 
Email︓db_inquiry@ml.nagasaki-u.ac.jp 
TEL︓095-800-4195 



  
 

  
 

参考 
 
 ⻑崎⼤学情報データ科学部について 
⻑崎⼤学は、「⻑崎に根づく伝統的⽂化を継承しつつ、豊かな⼼を育み、地球の平和を⽀える科学を創造す

ることによって、社会の調和的発展に貢献する」を理念に掲げ、10 学部 6 研究科 1 学環 3 研究所及び⻑崎
⼤学病院を有する総合⼤学です。 

情報データ科学部は、情報科学とデータ科学の融合をコンセプトに 2020 年に設⽴され、データサイエン
スやデータエンジニアリングのプロフェッショナル、すなわち、データに基づく意思決定や製品・サービス
の AI 化などを実践できる⼈材の育成を⽬指した学部です。 
URL︓https://www.idsci.nagasaki-u.ac.jp/ 
 
 
 
 ⻑崎⾃動⾞株式会社について 
⻑崎⾃動⾞株式会社は、創業以来、基幹事業である路線バス事業を中⼼に、地域に密着した様々な事業に

取り組んでおり、貸切バスや離島半島の路線バス等の旅客運送事業、宿泊業、旅⾏業、商業施設管理業など
⼦会社 14 社、関連会社 1 社を有し、⻑崎のくらしを⽀え、地域社会の繁栄に貢献することに努めてきまし
た。これからも、地域の根幹となるバス事業をはじめとして、「もっと便利で、もっと⾝近な⻑崎バス」を実
現することで、100 年企業を⽬指してまいります。 
URL︓https://www.nagasaki-bus.co.jp/about/ 
 
 
 
 
 リクルートグループについて 
1960 年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・⾃動⾞・旅⾏・飲⾷・美容などの

領域において、⼀⼈ひとりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HR テク
ノロジー、マッチング＆ソリューション、⼈材派遣の 3 事業を軸に、60 を超える国・地域で事業を展開して
います。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、社会からの期待に応え、⼀⼈ひとりが輝く豊か
な世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供していきます。 
URL︓https://recruit-holdings.com/ja/ 


